
1．5，5一トリメチルー1一シクロヘキセンー5一オン

の濃縮度試験成績報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（試料盃K－137）

　　　分子式　　C．H・40

　　　構造式
　　　　　　　　　　　　　CH3

　　　　　　　　．。β，

1灘三瞬一一・…・・

　5．1　試験装置及び機器

　（a）水系環境調節装置　　流水式

　（b）ガスクロマトグラフ　検出器FID

　52　試験条件

　52，1　TL皿試験

　　（a）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　ヒメダカ平均体重α22g、塩化第二水取検定合格魚

　　　　　※田端健二用水と廃水14　｛297～1303（1972）
　　　　　　　　　　　　　　　　

1．　試験期間　　昭和51年4月7日～昭和51年6月25日

2．試料名　4。5，5一トリメチルー1一シクロヘキセンー3一オン

5試験方法及び条件照

〔bl分散剤及び分散法

分散剤

溶解法

（c）試験温度

⑥　結　　果

3．2．2

　（a）

濃縮度試験

試験魚

（b）試験温度

（cl試験濃度

　　　設定値

　使用せず

　イオン交換水に溶解して10000pp【nの原液を

調製した。

25±2℃

48時間TI、m値　34巳prm

コイ　平均体重

　　　平均体長

25士2℃

約23．8g

約98㎝

　　　　※定量限界　を考慮して設定した。

　　　　　置　　　一　　一

似ｿ濃度　ppm

第1濃度区 0．5

　　　　，

謔Q濃度区 0．05

※5．1にて補足説明する。

以下次頁に続く



実測値

　表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度　（Plm）

52．5

2W 3W 4W 6W

第1濃度区 0，ろ94 口，410 口，458 0，454

第2濃度区 0，054 巳054 α052 巳D49

分析試料の前処理

　　　楽長．定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　一・細片化

　　　　　　　←飽和塩化ナトリウム水10m1

　　　　　　　←メチルアルコール　 10m1

　　　　　　　。ホモジナイズ　　5頒

　　　　　　　←飽和塩イヒナトリウム水15皿1

　　　　　　　・蒸留

残渣　1初留分25加
　　　　　　　　　　　←塩化ナトリウム2g

　　　　　　　　　　　晶謳サ顯穿）1×・回

　　　前頁よりi引続き
　　　　　　　！
　　　　　　　l
　　　　　　　i←水　10m1

　　　　　　　　・洗じよう

込』ユ　・一ヘキサン引
　　　　　　　　　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　　　　。濃縮（ロータリーエバポレーター）

　　　　　　　　　　　。定容

　　　　　　　　　　　　　」；
　　　　　　　　GC試料

　3．2．4　分析条件

　　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器FID

　　　　　キャリアガス　　N2

　　　　　充てん剤　PEG20M10％，ダイヤソリッドL

　　　　　ガラスカラム　　2㎜φ×2．ろm

　　　　　　カラム温度　　　155℃→145℃　（5。（粉で昇温）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

4．試験結果

　　表一2　　濃　　縮　　倍　　率

W 5W 4W 6
一付　図 付　家

弟1濃度区
1．1

P．8

1．1

P．7

‡ろ

P．2

1．5

P．4

重て，3～8
5，4．6

第2濃度区 ※
※
※
※
※
※
※
※ 5～8 5，5．6

※　測オ　甥トレースのため濃縮倍率の値は求められなかった。



57雪’．・璽他

　51　・定量限界について

　　　GCの検出限界は約1PI■n（図一2参照）であり、魚体重

　　50gで前処理後の最終液量を10m1にし、回収率を65％と

　　考えれば

　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　≒0．5　ppm
　　　　　　　　　ろ0　’
　　　　　　0．65X－
　　　　　　　　　10

　　であり、魚体中濃度0．5p∫mが定量限界である。

　　　水槽濃度は設定濃度にほぼ近いと考えれば

　　　　　　　　　　　　　0．5
　　　　　　第2濃度区は　　　　＝10倍以下となる。
　　　　　　　　　　　　　0．05

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上




